
令和７年度　第2回瑞浪市廃棄物減量等推進審議会　会議録


■日時：令和８年２月１９日（木）　午後２時００分　開会
午後３時００分　閉会
■場所：西分庁舎１階　会議室
■日程
１　理事兼経済部長あいさつ
２　会長あいさつ
３　議事
（１）　ごみ処理に係る経費について・・・・・・・・・・・・資料１
４　報告
（１）　不燃物最終処分場の延命化について・・・・・・・・・資料２
（２）　東濃西部広域ごみ焼却施設の整備について・・・・・・資料３
５　その他
令和８年度からの不燃ごみ・資源・有害ごみ　回収方法の変更について（追加資料）

■出席者
成瀬　篤　委員（会長）　　加藤　栄子　委員　　岡田　恵子　委員
酒井　寛斗　委員　　松崎　英之　委員　　岸本　卓也　委員　　安藤　香織　委員
大島　貴文　委員

■欠席者
渡邉　ミズカ　委員

■事務局
鈴木　創造（理事兼経済部長）　　　　　森本　英樹（経済部次長兼環境課長）
三浦正二郎（クリーンセンター所長）　　青山　哲也（環境課長補佐兼廃棄物対策係長）
大山　将平（環境課主査）

○事務局は、瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２条第５項の規定による会議の成立を宣言。

議事
（１）　ごみ処理に係る経費について
意見無し

報告
（１）　不燃物最終処分場の延命化について
【委員】
　事業者からの持ち込み量の上限というのは、最終的に持ち込みができなくなるということだが、現在は、１社当たりで制限を設けているということか。

【事務局】
　そのとおりである。具体的には、その会社の過去の持ち込み実績によって量を制限している。ゆくゆくは、産業廃棄物の持ち込みを無くしたいと考えている。

【委員】
　前回の説明では、一部を民間委託するということで、予算の範囲内で委託するということであったが、委託はいくらぐらいになるのか。

【事務局】
　まだ契約をしていないので、決まっていない。

【委員】
　外部に持ち出す費用は、上昇気味なのか、下降気味なのか。

【事務局】
　輸送コストは下がっていないので、どちらかというと増加傾向か、というところだが、今のところは上げるという話には至っていない。現状は予算を一定額確保して、まずやってみると様々な課題が出てくると思うので、それを解消しつつ今後の対策を考える、というように進めていきたいと考えている。

【委員】
　来年度の会議で状況を教えていただきたい。

（２）　東濃西部広域ごみ焼却施設の整備について
【委員】
　１箇所にかたまり、今のクリーンセンターが無くなるということか。

【委員】
　多治見市の三の倉センター、土岐市の環境センター、瑞浪市の可燃物焼却施設の３つを、ひとつの施設とする、という計画となっている。

【委員】
　持ち込む場合、多治見まで持っていかないといけない、ということか。

【事務局】
　そのとおり。

その他
○令和８年度からの不燃ごみ・資源・有害ごみ　回収方法の変更について
事務局から、令和８年度からの不燃ごみ・資源・有害ごみの回収方法の変更について、追加資料をもとに説明。
○全体についての質疑
【委員】
今、本市では食器を回収しているが、ＭＳＣＰでコンセプトされているRe-食器を作るということに関して、以前にこの会議で、食器を作るということが分量などいろいろな面で大変であると学んだ。３市の焼却施設が１箇所になるということで、ますます、不燃ごみや燃えるごみにしても、少しでも減らしていく中で、上手な裁量はないのか。以前、多治見市かどこかで、陶器を砕いて、それをアスファルトの中に混ぜ込んで、少しでも道路から気温を下げるという取り組みをされたと聞いた。例えばそういうような、リサイクルというか、持って行き方というかは、今はどのくらいされているのか。その方向としてはどうなのか。

【事務局】
多治見市は実証実験であり、本市で把握はできない。
３市で進めているのは基本的に可燃ごみなので、陶磁器や不燃ごみの話は別で進んでいる。本市の焼却施設は平成１４年、多治見市は１５年に建っている。どちらの施設もすでに２０年以上経過しており、土岐市の施設は昭和の時代に建っている。どの市も、そろそろ本格的に施設の切替を考えなければならない。焼却施設を広域でまとめると環境負荷も少なくなるということで、東濃については２つにするという計画が岐阜県で策定されたので、東濃東部と西部でそれぞれ１つずつ造るということで、３市で話をして進めているという状況である。不燃ごみについては、３市でどうするかという話は、今のところはない。本市の不燃物最終処分場は当初、平成１６年くらいに造った段階で、平成３０年くらいには一杯になる見込みであったが、みなさんのご理解とご協力があって、かなり延命化ができているという状況である。ここまで延命化ができたなら、もっと延命化がしたい、というのが本市の思いであり、人口も減少してきているので、新たな施設などを造るという方針は避ける格好で進めていきたい。陶磁器業界のみなさんにはかなり無理なお願いというのは思っているが、ご理解いただきながら進めていきたい。

【委員】
産業廃棄物については、ここでいうと美濃焼なので、多治見市・土岐市・瑞浪市の各市が、地場産業ということもあって協力をしていただいていたということは、これまでずっとあったと思う。瑞浪市でも、戦後当時は地場産業と自信をもって言えるくらい、人も従事していたし、製造量も多かったが、今は規模が縮小してきている。産業廃棄物を市の処分場で受け入れてもらっていたが、本市の不燃物最終処分場が大分埋まってきたということで、昨年、業界の人間が実際に市の処分場の状況を確認した。その結果、やっぱりこれは減らさなきゃいけないんだと、こういうことになっている。とはいえ、産業廃棄物は、製造すると必ず出るので、急にコスト転嫁はできないということで、もう少し徐々に減らしていく中で、最終的に、ごみは出るが再利用できるように考えていかなければいけない、という段階かなと思う。いずれにしても、ＭＳＣＰみたいな動きもあるが、計画通りに進行して進化していくとは言えないところがあり、無から有を生む活動なので、うまく成果が出ればいいなということではあるが、今そういう段階で少しずつごみを減らして、あまり負担のかからないように着地がしたいという最中である。

【委員】
例えば土岐市は、不燃物の持ち込み規制はしているのか。

【事務局】
　基本的にはしていない。規模感が大きい。

【委員】
そこの処分場を使わせてもらう、ということにはならないか。

【事務局】
　難しいと考える。

【委員】
産業廃棄物は、技術的に、何パーセントくらいリサイクルが可能なのか。また、事業者が、独自ルートで処分をしているということはあるのか。

【事務局】
　金属くずなどはリサイクル可能で、搬入された不燃ごみを分別して、資源にできるものは極力分けて、なんともならないものを埋めている。ものによって変わってくるので、何パーセントかは一概には言えない。本市が受け入れられないものについては、事業者で受入先を探すなどしてもらうことになる。

【委員】
本市の不燃ごみの内訳は、陶磁器がメインになるのか。

【事務局】
産業廃棄物の中では最も多く、８～９割ほどになる。


○次回の瑞浪市廃棄物減量等推進審議会について
令和８年度の第１回審議会は夏頃を予定している。詳細については改めて案内させていただく。

○鈴木理事兼経済部長よりお礼の挨拶
以上
2

